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理

恵

は
じ
め
に
―
菓
子
栞
と
は
―

本
稿
で
扱
う
「
菓
子
栞
」
と
は
、
箱
詰
の
菓
子
な
ど
に
入
っ
て
い
る
、
菓
子
の
素
材
や
由
来
な
ど
を
説
明
し
た
紙
片
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
言
葉
自
体
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
じ
め
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
辞
書
類
に
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で

い
う
「
栞
」
と
は
「
不
案
内
の
人
の
た
め
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
小
冊
子
。
案
内
書
。
手
引
書
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二

版
）
の
意
味
で
あ
る
。
菓
子
栞
に
つ
い
て
、
中
山
圭
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（

１
）る

。

菓
子
を
味
わ
う
折
に
は
、
箱
に
添
え
ら
れ
た
栞
に
も
目
を
通
し
た
い
。
こ
こ
で
い
う
栞
と
は
、
菓
子
の
由
来
と
な
る
伝
説
や
和

歌
、
素
材
の
特
徴
や
作
り
手
の
思
い
な
ど
を
解
説
し
た
紙
の
こ
と
。
体
裁
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
枚
紙
、
短
冊
、
畳
み
紙
な
ど
が

あ
り
、
製
造
過
程
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
た
り
、
筆
文
字
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
り
と
、
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

博
覧
会
で
の
受
賞
歴
を
明
記
し
た
も
の
な
ど
は
、
菓
子
の
履
歴
書
の
よ
う
だ
。
思
う
に
、
日
本
ほ
ど
菓
子
の
栞
が
浸
透
し
て
い

る
国
は
な
い
だ
ろ
う
。
外
国
で
地
方
の
珍
し
い
菓
子
を
購
入
し
て
も
、
栞
の
よ
う
な
も
の
を
目
に
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
。

菓
子
の
紹
介
記
事
の
コ
ピ
ー
や
簡
単
な
説
明
書
を
渡
さ
れ
る
程
度
だ
。
栞
の
存
在
は
、
器
物
の
由
緒
を
重
ん
じ
、
箱
書
き
を
し
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た
た
め
る
と
い
っ
た
日
本
文
化
の
あ
り
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
傍
線
部
・
兼
岡
）

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
菓
子
栞
に
記
載
さ
れ
る
内
容
に
は
、
菓
子
の
由
来
（
そ
の
元
に
な
る
伝
説
や
和
歌
）、
素
材
の
特
徴
、

作
り
手
（
店
主
）
の
菓
子
に
対
す
る
思
い
、
ま
た
菓
子
自
体
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
「
博
覧
会
の
受
賞
歴
」、
あ
る
い
は
「
天
皇

陛
下
献
上
菓
子
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
皇
室
ブ
ラ
ン
ド
」
を
示
す
表
示
な
ど
で
あ
る
。
筆
者
は
数
年
前
か
ら
、
こ
の
菓
子
栞
を
収
集

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
収
集
品
は
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
菓
子
が
中
心
だ
が
、
収
集
を
始
め
た
理
由
は
、
中
山
が
述
べ
る
よ
う

に
、
菓
子
栞
は
、
そ
の
内
容
は
も
と
よ
り
、
和
紙
を
使
用
し
た
り
巻
物
状
に
す
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
体
裁
や
、
流
麗
な
く
ず
し

字
で
し
た
た
め
ら
れ
た
本
文
な
ど
の
「
様
式
」、
さ
ら
に
箱
書
き
的
な
「
機
能
」
な
ど
、「
日
本
文
化
の
あ
り
よ
う
」
を
示
す
格
好
の

素
材
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
日
本
古
代
文
学
・
伝
承
文
学
に
お
い
て
も
、
菓
子
栞
に
書
か
れ

た
「
由
緒
」
や
「
伝
承
」
を
も
と
に
研
究
や
授
業
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
、
と
考
え
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
駒
澤
大
学
文
学
部

国
文
学
科
の
選
択
専
門
科
目
「
国
文
学
特
講
Ⅰ
」
に
お
い
て
、「
菓
子
栞
を
ひ
も
と
く
」
と
題
し
、
菓
子
栞
を
題
材
と
し
た
講
義
を

担
当
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
四
年
度
は
、
千
葉
大
学
文
学
部
開
講
科
目
「
民
俗
・
伝
承
論
ｂ
」
で
も
、
同
テ
ー
マ
で
講
義
を
展
開

し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
駒
澤
大
学
「
国
文
学
特
講
Ⅰ
」
の
シ
ラ
バ
ス
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
各
地
に
は
、
地
域
の
歴
史
・
伝
説
に
ち
な
ん
だ
名
物
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
特
質
す
べ
き
は
「
お
菓
子
」
だ
ろ

う
。
八
つ
橋
、
弁
慶
の
力
餅
、
姥
が
餅
…
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
そ
れ
ら
に
は「
菓
子
栞
」が
添
え
ら
れ
、
菓
子
開
発
の
苦
労
、

材
料
へ
の
こ
だ
わ
り
、
味
の
特
徴
等
が
描
か
れ
、
菓
子
の
美
味
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
菓
子
由

来
は
、
如
何
に
そ
の
菓
子
が
由
緒
正
し
き
も
の
な
の
か
、
歴
史
・
伝
説
上
の
人
物
を
登
場
さ
せ
つ
つ
、
本
来
の
伝
説
と
は
か
け

離
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
菓
子
栞
を
て
が
か
り
に
、
菓
子
に
ま
つ
わ
る
伝
承
、
地
域
に
お
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け
る
伝
承
の
形
成
過
程
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
ゆ
く
。

講
義
で
は
、
主
に
菓
子
の
「
由
来
」「
伝
承
」
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
先
述
し
た
通
り
、
菓
子
栞
は
他
に
も
様
々
な
観
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
菓
子
栞
を
素
材
と
し
て
、
い
か
な
る
研
究
が
展
開
し
う
る
か
、
ま
た
授
業
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
扱
っ
た
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
菓
子
栞
を
題
材
と
し
た
大
学
授
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
、
菓
子
栞
の
ル
ー
ツ
―
引
札

菓
子
栞
が
い
つ
頃
誕
生
し
た
か
、
そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
引
札
」
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と

は
確
か
だ
ろ
う
。
引
札
と
は
、
商
品
の
宣
伝
や
開
店
の
披
露
な
ど
の
主
旨
を
書
い
て
諸
方
へ
配
る
広
告
の
札
の
こ
と
で
あ
る
（『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）。
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
「
報
条
」「
札
ま
わ
し
」「
口
上
（
書
）」「
目
録
（
書
）」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
十

八
世
紀
中
ご
ろ
に
「
引
札
」
の
語
が
生
ま
れ
た
。『
近
世
風
俗
志
』
に
は
、
江
戸
で
は
「
引
札
」
と
呼
ぶ
が
、
京
坂
で
は
「
ち
ら
し
」

と
呼
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い（

２
）る

。
そ
の
端
緒
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
江
戸
の
呉
服
商
三
井
越
後
屋
が
、
日
本
橋
駿
河
町
で
の

開
店
に
際
し
て
出
し
た
「
現
金
安
売
掛
値
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
次
は
、
そ
の
越
後
屋
が
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
二
月
の
大

火
で
焼
失
し
た
後
、
同
年
十
一
月
に
営
業
再
開
し
た
際
の
引
札
で
あ（

３
）る

。

霜
月
朔
日
よ
り
見
世
開
仕
候
に
付

乍
憚
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
目
出
度
御
儀
奉
存
候
。
然
者
私
店
呉
服
物
木
綿
類
一
切
古
来
よ
り
現
銀
掛
直
な
く
商
売
仕
候
所
、
不
相
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替
御
用
向
被
為
仰
付
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
候
。
御
蔭
を
以
此
度
普
請
出
来
仕
候
に
付
御
礼
為
冥
加
諸
品
悉
相
改
格
別
下
直
に

奉
差
上
候
間
、
御
賑
々
敷
御
来
駕
被
成
下
、
不
限
多
少
御
用
向
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
。
猶
又
乍
憚
御
懇
意
様
方
え

も
右
の
段
御
風
聴
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
。
以
上
。

辰
十
月

江
戸
す
る
か
町
北
か
わ
本
店

越
後
屋
八
郎
右
衛
門

御
調
被
遊
候
品
御
意
に
入
不
申
候
は
は
取
替
差
上
可
申
候

こ
の
越
後
屋
の
引
札
は
じ
め
、
引
札
の
文
章
に
は
一
つ
の
定
型
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
受
け
手
に
対
す
る
ご
機
嫌
伺
い
、
次
に

平
素
の
御
引
き
立
て
を
感
謝
す
る
前
文
、
そ
し
て
本
文
を
述
べ
、
後
文
で
は
一
層
の
贔
屓
を
願
っ
て
終
わ
る
と
い
う
も
の
で
あ（

４
）る

。

こ
の
よ
う
な
定
型
化
さ
れ
た
引
札
の
文
体
に
、
戯
文
の
趣
を
取
り
入
れ
た
の
が
平
賀
源
内
で
あ
る
。
源
内
に
よ
る
引
札
は
、
明
和
六

年
（
一
七
六
九
）
に
作
成
さ
れ
た
歯
磨
き
粉
「
嗽
石
香
」
が
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
ト
ウ
ザ
イ
〳
〵
」
と
始
ま
り
、
末
尾
が
「
皆

ひ
い
き

す
み

様
御
贔
御
取
立
に
て
段
々
繁
昌
仕
、
表
店
へ
罷
出
て
、
金
看
板
を
輝
か
せ
、
今
の
難
儀
を
昔
語
と
御
引
立
の
ほ
ど
隅
か
ら
す
み
ま
で

つ
ら
り
つ
と
奉
希
上
候
。
其
為
の
御
断
左
様
に
ク
ハ
チ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
と
拍
子
木
の
音
で
結
ば
れ
る
、
芝
居
の
口
上
を
模
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
源
内
が
作
成
し
た
菓
子
の
引
礼
と
し
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）、
江
戸
両
国
回
向
院
前
に
音

羽
屋
多
吉
が
開
業
し
た
「
清
水
餅
」
の
開
店
披
露
に
関
す
る
も
の
が
あ（

５
）る

。

き
よ
み
づ
も
ち

口
上

な
ら
は
し

世
上
の
下
戸
様
が
た
へ
申
上
候
。
そ
も
我
朝
の
風
俗
に
て
、
目
出
た
き
事
に
も
ち
ひ
の
鏡
、
子
も
ち
、
金
も
ち
、
屋
敷
も
ち
、
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く
る
わ

た
い
こ

や
か
も
ち

こ
れ
も
ち

道
具
に
長
も
ち
、
魚
に
石
も
ち
、
廓
に
座
も
ち
、
牽
頭
も
ち
、
家
持
は
哥
に
名
高
く
維
茂
武
勇
か
く
れ
な
し
。
か
か
る
め
で

た
き
餅
ゆ
ゑ
に
此
度
お
も
ひ
つ
き
た
て
の
器
物
も
さ
っ
ぱ
り
清
水
餅
、
味
は
勿
論
よ
い
〳
〵
と
御
贔
屓
御
評
判
の
御
取
も
ち
に

か
か

て
、
私
身
代
も
ち
直
し
、
よ
ろ
し
き
気
も
ち
心
も
ち
、
嬶
も
や
き
も
ち
打
忘
れ
尻
も
ち
つ
い
て
嬉
し
が
る
や
ら
、
重
箱
の
す
み

か
ら
隅
ま
で
木
に
餅
の
な
る
御
評
判
奉
願
上
候
。
以
上
。

未
四
月

回
向
院
前

音
羽
屋
多
吉

「
清
水
餅
」
と
い
う
商
品
に
ち
な
み
、「
も
ち
」
に
関
す
る
言
葉
を
列
挙
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
物
づ
く
し
」
の
趣
向
を
と
っ
た
文
芸

性
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
源
内
以
降
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
山
東
京
伝
・
曲
亭
馬
琴
・
式
亭
三
馬
・
柳
亭

種
彦
・
為
永
春
水
・
烏
亭
焉
馬
、
さ
ら
に
仮
名
垣
魯
文
な
ど
、
数
々
の
戯
作
者
が
各
種
引
札
を
作
成
し
、
そ
の
稿
料
は
彼
等
の
貴
重

な
財
源
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い（

６
）る

。

こ
う
し
た
江
戸
期
の
引
札
の
文
体
は
、
現
代
の
菓
子
栞
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
ず
典
型
的
な
文
体
の
例
と
し
て
、
次
に
掲

げ
る
の
は
、
岡
山
県
銘
菓
と
し
て
、
同
地
出
身
の
作
家
・
内
田
百
閒
の
大
好
物
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
著
名
な
「
大
手
饅
頭
」（
株
式

会
社
大
手
饅
頭
伊
部
屋
）
の
菓
子
栞
で
あ
る
。

①
大
手
饅
頭
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
弊
店
の
初
代
伊
部
屋
永
吉
が
、
い
ま
の
営
業
地
京
橋
町
で
創
業
し
ま
し
た
が
、
当

時
の
備
前
藩
主
池
田
侯
か
ら
特
に
ご
寵
愛
を
受
け
お
茶
会
の
席
に
は
必
ず
伊
部
焼
の
茶
器
と
と
も
に
愛
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

大
手
饅
頭
の
名
称
は
、
当
店
が
岡
山
城
大
手
門
の
附
近
に
あ
っ
た
た
め
藩
侯
か
ら
い
た
だ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

②
そ
の
親
し
み
や
す
い
名
前
と
、
風
味
豊
か
な
味
わ
い
は
、
当
時
の
人
た
ち
に
備
前
名
物
と
し
て
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
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た
。
以
来
百
七
十
余
年
ご
贈
答
に
お
み
や
げ
に
引
き
続
き
ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
有
難
い
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

③
当
店
は
こ
の
伝
統
の
味
を
失
わ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
何
卒
一
層
の
お
引
き
立
て
を
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

主
人
敬
白

（
文
中
の
丸
数
字
は
、
兼
岡
に
よ
る
）

こ
の
文
章
は
①
〜
③
の
三
段
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
は
、
大
手
饅
頭
の
由
来
に
つ
い
て
、
②
は
商
品
愛
顧
に
対

す
る
感
謝
、
そ
し
て
③
は
引
き
続
い
て
の
愛
顧
を
請
う
も
の
で
、
現
在
の
菓
子
栞
の
多
く
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
そ
し
て
末
尾

に
「
主
人
敬
白
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
の
語
り
手
は
、
主
人
（
店
主
）
で
あ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
中
に
は
、
商
品
で
あ
る
菓
子

を
擬
人
化
し
、
菓
子
自
体
の
自
己
紹
介
と
い
う
形
式
を
と
る
鳥
取
県
倉
吉
市
の
「
打
吹
公
園
だ
ん
ご
」（
株
式
会
社
石
谷
精
華
堂
）

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
同
栞
は
冒
頭
に
「
打
吹
公
園
だ
ん
ご
の
た
わ
ご
と
」
と
題
さ
れ
、「
私
は
名
前
を
「
打
吹
公
園
だ
ん
ご
」
と

申
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
り
、
つ
づ
い
て
「
生
ま
れ
も
育
ち
も
「
倉
吉
」
で
、
明
治
十
三
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
周
囲
に
は
、

東
郷
、
羽
合
、
三
朝
、
関
金
と
四
つ
の
温
泉
郷
が
あ
り
、
中
で
も
三
朝
温
泉
は
世
界
有
数
の
ラ
ジ
ュ
ー
ム
含
有
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
私
の
名
前
の
由
来
は
、
市
の
中
心
部
に
あ
る
打
吹
山
で
す
…
」と
、
同
店
舗
の
位
置
す
る
倉
吉
の
概
説
、
だ
ん
ご
命
名
の
由
来
、

現
在
ま
で
の
同
店
の
歴
史
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
末
尾
は
「
ど
う
ぞ
幾
久
し
く
、
鳥
取
県
の
お
み
や
げ
と
し
て
お
忘
れ
な
く
、
い
つ
い

つ
ま
で
も
御
伴
の
叶
い
ま
す
よ
う
、
主
人
に
代
わ
っ
て
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
敬
白

打
吹
公
園
だ
ん
ご

五
代
目
当

主

石
谷
団
子
」（
傍
線
部
・
兼
岡
）
と
、「
石
谷
（
同
店
舗
名
）
＋
団
子
（
だ
ん
ご
）」
と
い
う
名
を
も
っ
た
「
だ
ん
ご
」
の
一
人

語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
江
戸
時
代
の
戯
作
者
に
よ
る
引
札
の
文
体
か
ら
連
な
る
よ
う
な
例
を
は
じ
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め
、
文
体
分
析
も
、
菓
子
栞
研
究
の
一
つ
の
視
点
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
引
札
と
同
種
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
菓
子
栞
だ
が
、
そ
の
機
能
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
不
特
定

多
数
の
人
々
に
配
布
さ
れ
、
商
品
を
宣
伝
す
る
「
広
告
」
的
機
能
を
も
つ
引
札
に
対
し
、
菓
子
栞
は
、
基
本
的
に
菓
子
の
箱
や
袋
の

中
に
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
開
封
し
て
初
め
て
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
菓
子
栞
に
は
、
商
品
購
入

者
（
消
費
者
）
と
い
う
特
定
さ
れ
た
人
々
に
対
す
る
「
御
礼
」、
さ
ら
に
彼
等
に
対
し
、
リ�

ピ�

ー�

タ�

ー�

と
し
て
の
愛
顧
を
請
う
と
い

う
機
能
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ（

７
）る

。
こ
の
菓
子
栞
の
効
果
に
つ
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
、
辻
井
良
一
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い（

８
）る

。

も
な
か

老
舗
の
菓
子
舗
は
、
Ｔ
Ｖ
広
告
は
打
た
な
い
が
、
最
中
の
箱
の
中
に
心
の
こ
も
っ
た
栞
が
入
っ
て
い
て
、
そ
の
最
中
が
「
旨
い

わ
け
」
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
評
判
の
も
と
を
つ
く
り
、
フ
ァ
ン
を
育
て
て
い
くA

sset

型
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
原
点
で
あ
る
。

菓
子
栞
は
、
菓
子
の
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
や
由
来
を
述
べ
る
こ
と
で
、
単
に
食
し
て
美
味
し
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
菓
子
の

価
値
を
付
加
し
、
購
入
者
（
消
費
者
）
の
菓
子
に
対
す
る
「
関
心
」
を
高
め
る
と
い
う
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ

し
て
多
く
の
菓
子
栞
で
中
心
に
語
ら
れ
る
の
が
、
菓
子
の
「
由
緒
」
で
あ
る
。
な
ぜ
菓
子
栞
で
は
由
緒
が
滔
々
と
語
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。
次
に
、
こ
の
「
由
緒
」
を
語
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

（１７５）
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二
、
菓
子
の
「
由
緒
」
に
つ
い
て

菓
子
栞
の
多
く
は
、
そ
の
菓
子
の
名
前
や
誕
生
の
「
由
緒
」
の
説
明
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
掲
し
た
「
大
手

饅
頭
」
で
は
、「
岡
山
城
大
手
門
の
附
近
に
あ
っ
た
た
め
藩
侯
か
ら
（
大
手
饅
頭
の
名
を
）
い
た
だ
い
た
」
と
あ
る
。
ま
た
愛
知
県

半
田
市
「
蜂
蜜
生
せ
ん
べ
い
」（
株
式
会
社
総
本
家
田
中
屋
）
は
、
薄
い
の�

し�

状
の
餅
菓
子
で
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
に
つ
い
て
、
菓

子
栞
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

生
の
せ
ん
べ
い
を
初
め
て
口
に
し
た
の
は
徳
川
家
康
だ
っ
た
。
永
禄
三
年
（
約
四
五
〇
年
前
）
の
桶
狭
間
の
戦
い
で
織
田
信
長

に
追
わ
れ
た
徳
川
家
康
は
や
む
な
く
知
多
半
島
に
逃
げ
込
ん
だ
。
坂
部
（
今
の
知
多
郡
阿
久
比
町
）
を
通
り
、
半
田
に
着
い
た

時
に
は
昼
近
く
、
疲
労
と
空
腹
の
為
に
兵
馬
と
も
へ
と
へ
と
。
休
息
を
と
る
た
め
に
立
ち
寄
っ
た
百
姓
家
の
庭
先
に
干
し
て
あ

る
せ
ん
べ
い
を
目
に
し
た
家
康
は
、
生
を
承
知
で
あ
え
て
そ
れ
を
食
べ
、
美
味
で
あ
る
と
ほ
め
た
。
そ
し
て
家
康
が
半
田
に
滞

在
し
て
い
る
間
は
、
そ
の
家
の
娘
み
つ
に
生
の
ま
ま
献
上
す
る
よ
う
に
申
し
付
け
た
。
再
び
家
康
に
会
い
、
心
を
奪
わ
れ
一
人

ひ
そ
か
に
慕
っ
た
み
つ
だ
っ
た
が
、
所
詮
届
か
ぬ
思
い
の
は
か
な
さ
を
知
り
、
知
多
の
山
の
緑
に
か
こ
ま
れ
た
美
し
い
池
に
姿

を
消
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
に
村
人
が
か
け
つ
け
た
時
、
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
た
雲
母
に
ち
な
み
、
そ
の
後
一
枚
一
枚
重
ね
合
わ

せ
た
生
の
せ
ん
べ
い
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

主
人
敬
白

桶
狭
間
の
戦
い
と
い
う
史
実
を
元
に
、
身
分
違
い
の
恋
、
乙
女
の
入
水
と
い
う
典
型
的
な
悲
恋
物
語
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
語
ら

れ
る
も
の
で
、「
生
の
せ
ん
べ
い
を
初
め
て
口
に
し
た
の
は
徳
川
家
康
」
と
い
う
点
を
は
じ
め
、
勿
論
、
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
家
康
と
い
う
歴
史
上
著
名
な
人
物
、
そ
し
て
そ
の
半
田
と
の
関
わ
り
に
由
緒
を
繋
げ
る
こ
と
が
、「
生
せ
ん
べ
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い
」
の
由
緒
を
語
る
上
で
、
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
菓
子
が
そ
の
地
域
の
名
物
と
し
て
定
着
す
る
た
め
に
は
、「
も

の
が
た
り
」
と
し
て
の
由
緒
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
鈴
木
勇
一
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ（

９
）る

。

名
物
た
り
う
る
に
は
、
そ
の
土
地
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
、
何
ら
か
の
由
緒
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
土
地
の
材

料
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
常
に
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
名
所
」
や
「
伝
説
」
な
ど
に
依
拠
す
る
こ
と
で
「
由
緒
」

を
獲
得
し
、
名
物
と
し
て
の
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
本
来
、
名
所
と
い
う
の
は「
ナ
ド
コ
ロ
」で
あ
り
、
中
世
末
ま
で
は
、

和
歌
の
歌
枕
に
詠
ま
れ
た
、
特
に
名
の
立
っ
た
地
、
名
高
い
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
歌
に
詠
ま
れ
た
ナ
ド
コ

ロ
は
文
学
や
神
話
、
伝
説
に
彩
ら
れ
た
名
所
・
旧
跡
が
中
心
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
名
所
と
い
う
の
は
、
土
地
の
知
名
度
を
高
め

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
名
所
と
し
て
の
知
名
度
が
高
い
ほ
ど
、
名
物
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
素
地
が
固
ま
っ
て
い
く
と
い
う

構
造
を
持
っ
て
い
る
。

由
緒
を
重
ん
じ
る
と
い
う
点
は
、
物
事
の
起
源
を
語
る
神
話
や
伝
説
、
ま
た
寺
社
縁
起
な
ど
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
菓

子
栞
に
は
、
菓
子
の
「
由
緒
」
と
と
も
に
、
そ
の
「
効
能
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
熊
倉
功
夫
は

次
の
よ
う
に
述
べ（

１０
）る

。

名
所
に
は
由
緒
が
つ
い
て
き
ま
す
。
そ
の
所
に
ま
つ
わ
る
物
語
で
す
。
こ
の
物
語
が
日
本
人
は
大
好
き
で
す
。
む
し
ろ
実
体
よ

り
も
物
語
好
き
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
名
物
も
同
じ
こ
と
。
い
わ
く
因
縁
、
故
事
来
歴
と
い
い
ま
す
が
、
長
々
と
し
た

由
緒
書
が
つ
い
て
い
る
名
物
菓
子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
由
緒
を
読
み
ま
す
と
、
厄
除
け
の
功
徳
が
あ
る
と
か
、
長
寿
が
保

て
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
菓
子
も
一
段
と
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
傍
線
部
・
兼
岡
）

こ
の
よ
う
な
「
効
能
付
き
」
の
菓
子
は
、
寺
社
参
詣
の
土
産
と
さ
れ
る
菓
子
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
愛
知
県
津
島

（１７７）
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市
の
「
あ
か
だ
」
は
、
疫
病
や
厄
除
け
で
名
高
い
津
島
神
社
の
参
詣
土
産
と
し
て
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
る
、
米
粉
を
丸

め
て
揚
げ
た
菓
子
で
あ
る
。
あ
か
だ
を
製
造
・
販
売
す
る
店
舗
は
往
時
は
一
〇
軒
以
上
存
在
し
た
が
、
現
在
は
三
軒
（
あ
か
だ
屋
清

七
、
角
政
、
松
屋
儀
左
衛
門
）
の
み
で
あ（

１１
）る

。
そ
の
由
緒
は
、
弘
化
年
間
、
弘
法
大
師
が
津
島
神
社
に
訪
れ
た
折
、
こ
の
地
で
疫
病

が
流
行
し
て
い
た
た
め
悪
疫
退
散
の
祈
願
を
し
、
神
社
の
供
米
を
も
と
に
米
団
子
の
揚
げ
た
も
の
を
作
り
、
こ
れ
を
神
前
に
供
え
て

あ
が
た

人
々
に
分
け
与
え
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
疫
病
が
平
癒
し
た
と
い
う
。
以
来
、
津
島
神
社
の
春
秋
に
行
わ
れ
る
県
祭
り
の
際
、
神

前
の
供
米
か
ら
団
子
を
作
っ
て「
県
団
子
」と
称
し
、
そ
れ
を
食
し
た
者
は
そ
の
年
、
疫
病
に
罹
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た「
あ

か
だ
」
と
い
う
名
称
の
由
来
と
し
て
は
、
梵
語
で
「
無
病
息
災
」
の
意
を
い
うagada

（
ア
キ
ャ
ダ
）
に
因
ん
だ
と
い
う
説
や
、
米

あ
か
だ
ん
ご

粉
を
練
り
固
め
胡
麻
油
で
揚
げ
た
形
状
を
「
赤
団
子
」
と
称
し
、
こ
れ
を
略
し
て
「
あ
か
だ
」
と
な
っ
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
が
本
義
か
分
か
ら
ぬ
が
、
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
そ
の
「
真
実
」
で
は
な
く
、
厄
除
け
で
著
名
な
津
島
神
社
の
土
産
と
し
て

相
応
し
い
「
由
緒
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
菓
子
栞
に
記
さ
れ
た
「
由
緒
」
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
、
菓
子
そ
の
も
の
の
歴
史
や
、

そ
れ
に
纏
わ
る
伝
承
の
形
成
、
変
遷
過
程
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
え
よ（

１２
）う

。

三
、
菓
子
名
の
「
由
緒
」
か
ら
み
え
る
も
の

―
菓
子
名
か
ら
ひ
も
と
く
『
万
葉
集
』
研
究
史
―

菓
子
栞
に
お
い
て
中
心
に
語
ら
れ
る
「
由
緒
」
に
は
、
菓
子
自
体
、
菓
子
名
、
あ
る
い
は
店
の
創
業
な
ど
が
あ
る
が
、
次
に
、
菓

子
名
の
「
由
緒
」
を
ひ
も
と
く
こ
と
で
、『
万
葉
集
』
の
研
究
史
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
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長
野
県
上
田
市
の
「
み
す
ゞ
飴
」（
株
式
会
社
飯
島
商
店
）
で
あ
る
。「
み
す
ゞ
飴
」
は
寒
天
・
水
飴
を
主
材
料
と
し
て
、
杏
・
ぶ
ど

う
・
三
宝
柑
・
梅
・
桃
・
り
ん
ご
と
い
う
信
州
に
ち
な
ん
だ
果
実
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
で
包
ま
れ
た
ゼ
リ
ー
状
菓

子
で
あ
る
。
そ
の
菓
子
栞
は
「
み
す
ゞ
刈
る
信
濃
の
国
」
と
題
さ
れ
、「
万
葉
の
昔
か
ら
、「
み
す
ゞ
」
と
は
信
濃
の
国
を
表
わ
す
枕

詞
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
「
み
す
ゞ
」
と
は
、
ス
ズ
ダ
ケ
の
こ
と
。
さ
わ
や
か
な
大
気
と
清
冽
な
川
の
流
れ
、
ゆ
た

か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
信
濃
の
国
を
表
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
名
に
寄
せ
て
、
ゆ
た
か
に
育
ま
れ
た
自
然
の
風
味
を
そ
の

ま
ま
に
、
お
届
け
す
る
お
菓
子
づ
く
り
の
心
を
込
め
ま
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
同
社
Ｈ
Ｐ
に
は
、
こ
の
枕
詞
が
使
用
さ
れ
た
『
万
葉

集
』
の
歌
と
し
て
、
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
相
聞
歌
（
巻
２
・
九
六
〜
七
）
が
、
次
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
傍
線
部
・
兼

岡
）。み

薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
吾
が
引
か
ば
う
ま
人
さ
び
て
否
と
言
は
む
か
も

禅
師

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
弦
著
く
る
わ
ざ
を
知
る
と
言
わ
な
く
に

郎
女

「
み
薦
刈
る
」
は
、
原
文
表
記
「
水
薦
刈
」「
三
薦
刈
」
と
あ
る
も
の
で
、
現
在
こ
の
語
は
「
み
こ
も
か
る
」
と
訓
む
の
が
通
説
と

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
み
す
ゞ
飴
」
の
由
来
と
な
っ
た
「
み
す
ゞ
か
る
」
と
い
う
訓
み
は
、
現
在
の
『
万
葉
集
』
研
究
で
は
否

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
み
す
ゞ
か
る
」
と
訓
む
説
は
、
荷
田
春
満
・
信
名
『
萬
葉
集
童
蒙
抄
』（
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
頃

成
）
が
「
す
ゝ
き
を
か
る
し
の
と
う
け
た
る
冠
詞
也
。
し
な
も
し
の
も
同
事
成
。
信
濃
の
国
は
元
来
す
ゝ
き
多
生
茂
た
る
野
と
見
え

た
り
。
す
ゝ
き
の
名
産
の
と
こ
ろ
故
、
国
の
名
と
も
な
り
た
る
か
。
し
の
は
す
ゝ
き
の
事
に
て
、
し
の
す
ゝ
き
と
も
云
な
り
。
か
る

と
は
上
代
は
信
濃
の
国
よ
り
し
の
す
ゝ
き
を
か
り
て
貢
献
も
し
た
る
か
」
と
唱
え
、
さ
ら
に
賀
茂
真
淵
が
『
冠
辞
考
』（
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
成
）
に
お
い
て
、「
三
薦
刈
」
を
「
三
篶
刈
」
の
誤
字
と
し
、「
み
す
ゞ
か
る
」
と
訓
ん
で
以
来
、
定
着
し
た
訓
で
あ
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る
。
そ
し
て
近
代
に
入
り
、
木
村
正
辞
『
萬
葉
集
美
夫
君
志
』（
明
治
三
一
年
（
一
九
一
一
）
刊
）
が
、「
篶
」
は
『
万
葉
集
』
時
代

に
使
用
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
真
淵
誤
字
説
を
否
定
し
「
三
薦
刈
」
と
し
つ
つ
、
訓
は
「
み
す
ゞ
か
る
」
の
ま
ま
と
し
た
の
を
、
武

田
祐
吉
『
万
葉
集
全
註
釈
』（
昭
和
二
三
〜
六
年
（
一
九
四
八
〜
五
一
）、
増
訂
版
・
昭
和
三
一
〜
二
年
（
一
九
五
六
〜
七
））
に
お

い
て
、「
み
こ
も
か
る
」
を
提
示
、
現
在
の
訓
と
な
っ
て
い
る
。

飯
島
商
店
の
創
業
は
明
治
三
十
七
年
、「
み
す
ゞ
飴
」
が
発
売
さ
れ
た
の
は
明
治
末
で
、
同
店
初
代
当
主
・
飯
島
新
三
郎
が
名
付

け
た
も
の
と
さ
れ
て
い（

１３
）る

。
明
治
末
と
い
え
ば
、
前
述
し
た『
萬
葉
集
美
夫
君
志
』は
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
訓
み
は「
み
す
ゞ

か
る
」
の
ま
ま
で
あ
り
、「
み
す
ゞ
か
る
」
が
通
説
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。「
み
す
ゞ
飴
」
を
生
み
出
し
た
新
三
郎
氏
は
、
こ
の
よ
う

な
当
時
の
訓
み
に
基
づ
き
、
信
濃
国
に
か
か
る
枕
詞
「
み
す
ゞ
か
る
」
を
、
信
州
特
産
の
果
物
と
寒
天
を
使
用
し
た
新
商
品
の
名
と

し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
、
訓
み
と
し
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
「
み
す
ゞ
か
る
」
だ
が
、
も
し
現
行
の
訓
「
み
こ
も
か
る
」
と

し
、
こ
の
菓
子
を
「
み
こ
も
飴
」
と
し
た
場
合
、
そ
の
印
象
は
大
き
く
異
な
る
。
や
は
り
、
宝
石
の
よ
う
に
輝
く
涼
や
か
な
寒
天
菓

子
で
あ
る
同
商
品
は
、「
古
風
で
あ
り
な
が
ら
美
し
い
響
き
の
名
前
」（
同
店
Ｈ
Ｐ
）
で
あ
る
「
み
す
ゞ
飴
」
が
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
か
ら
こ
そ
、
今
な
お
全
国
的
に
愛
さ
れ
る
銘
菓
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
、「
菓
子
栞
」
を
用
い
た
授
業
の
実
践
例

―
「
大
学
銘
菓
を
作
ろ
う
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
す
ゞ
飴
」
の
事
例
は
、
菓
子
栞
に
書
か
れ
た
名
の
由
来
が
、『
万
葉
集
』
研
究
史
に
も
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
菓
子
と
い
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葉
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う
身
近
な
題
材
を
も
と
に
文
学
研
究
へ
誘
う
効
果
的
な
事
例
と
し
て
、
筆
者
が
講
義
で
『
万
葉
集
』
を
扱
う
際
に
も
、
使
用
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
菓
子
栞
を
大
学
授
業
に
活
用
す
る
実
践
例
と
し
て
、
筆
者
が
駒
澤
大
学
文
学
部
講
義「
国
文
学
特
講
Ⅰ
」

で
行
っ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
「
大
学
銘
菓
を
作
ろ
う
！
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
で
あ
る
。
大
学
銘
菓
と
は
、

い
わ
ゆ
る
大
学
グ
ッ
ズ
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
菓
子
の
こ
と
で
、
た
と
え
ば
千
葉
大
学
で
は
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
サ
ブ
レ
ー
」（
株

式
会
社
富
井
）、「
ピ
ー
ナ
ツ
せ
ん
べ
い
」（
株
式
会
社
は
せ
べ
）
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
ラ
フ
画
風
に
け
や
き
会
館

周
辺
の
景
色
が
描
か
れ
た
包
装
紙
に
、「
千
葉
大
学
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
サ
ブ
レ
ー
」
と
い
う
ロ
ゴ
が
示
さ
れ
、
箱
中
に
栞
は
な
い
。
ま

た
「
ピ
ー
ナ
ツ
せ
ん
べ
い
」
は
、
包
装
紙
は
工
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
の
方
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
箱
中
に
は
名
刺
大
の
栞
が
あ
り
、
表

に
け
や
き
会
館
の
写
真
、
裏
に
は
千
葉
大
学
の
概
要
・
理
念
等
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
駒
澤
大
学
に
は
、
松
崎
煎
餅
（
東
京

都
中
央
区
）
に
よ
る
瓦
煎
餅
、
ベ
ル
ギ
ー
ワ
ッ
フ
ル
（
マ
ネ
ケ
ン
）、
メ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
菓
子
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
松

崎
煎
餅
は
、
同
社
の
製
品
で
あ
る
瓦
煎
餅
「
三
味
胴
」
に
、「
駒
澤
大
学
」
と
い
う
大
学
名
が
印
字
さ
れ
た
も
の
で
、
菓
子
栞
は
封

入
さ
れ
る
も
の
の
、
松
崎
煎
餅
の
商
品
・
会
社
説
明
に
留
ま
り
、
大
学
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
一
方
、
菓
子
箱
は
大
学
カ
ラ
ー

で
あ
る
藤
色
で
、
中
心
に
法
輪
が
描
か
れ
、
仏
教
系
大
学
で
あ
る
同
大
学
を
示
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
授
業
で
は
、
こ
の

よ
う
な
大
学
銘
菓
を
複
数
紹
介
し
た
上
で
、
そ
の
大
学
ら
し
い
銘
菓
を
作
ろ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
菓
子
の
素
材
を
は
じ

め
、
菓
子
名
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
菓
子
栞
、
価
格
等
を
考
慮
し
た
「
新
・
大
学
銘
菓
」
を
、
ま
ず
個
人
で
考
え
さ
せ
、
次
に
そ
れ
ら
を

も
と
に
四
〜
五
名
の
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
、
改
め
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
銘
菓
」
を
一
点
考
案
さ
せ
る
。
そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
案
を

全
体
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
に
投
票
、
最
終
的
に
一
商
品
を
決
定
す
る
と
い
う
、「
架
空
商
品
開
発
」
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
商
品
開
発
の
た
め
に
は
、
ま
ず
大
学
の
特
徴
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
駒
澤
大
学
の
場
合
、「
仏
教
系
（
禅
宗
）
大
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学
」「
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
（
駅
伝
、
硬
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
等
）」
と
い
う
二
つ
が
、
各
グ
ル
ー
プ
共
通
し
て
出
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で

あ
っ
た
。
ま
た
菓
子
の
素
材
と
し
て
は
、
大
学
カ
ラ
ー
の
藤
色
を
表
現
す
べ
く
紫
芋
を
用
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学

生
か
ら
考
案
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、「
藤
色
の
駒
」（
紫
芋
を
用
い
た
羊
羹
。
表
面
に
は
馬
の
絵
の
焼
き
印
）、「
折
れ
な
い
襷
」（
駅

伝
の
襷
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
長
形
の
堅
焼
き
煎
餅
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
決
し
て
諦
め
な
い
」
と
い
う
意
味
の
「
折
れ
な
い
心
」
を
か
け

た
も
の
）、「
悟
り
ま
ん
じ
ゅ
う
」（
ミ
ル
ク
餡
の
饅
頭
。
中
身
の
餡
は
、
釈
迦
が
悟
り
を
拓
く
契
機
と
な
っ
た
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
か
ら

与
え
ら
れ
た
乳
粥
に
因
ん
だ
も
の
）
な
ど
、
大
学
の
特
徴
を
捉
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
数
多
く
考
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
た
学
生
の
感
想
と
し
て
、「
大
学
の
歴
史
や
特
徴
に
つ
い
て
、
改
め
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
」「
菓
子
開
発
か
ら

命
名
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
栞
作
成
、
価
格
設
定
等
、
商
品
化
ま
で
、
実
際
の
商
品
が
い
か
に
考
え
抜
か
れ
て
い
る
か
を
実
感
し
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
な
効
果
と
し
て
、
①
大
学
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や
特
徴
な
ど
を
再
認
識
す

る
、
②
大
学
所
在
地
周
辺
の
特
産
物
や
歴
史
な
ど
、
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
、
③
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
栞
本
文
の
作

成
等
、
デ
ザ
イ
ン
・
文
章
表
現
の
練
習
に
な
る
、
④
考
案
商
品
が
採
用
さ
れ
る
た
め
の
、
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
試
み
は
、
あ
く
ま
で
「
夢
」
の
商
品
開
発
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
千
葉
大
学
の
場
合
、
千

葉
県
は
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
カ
ブ
や
大
根
、
梨
な
ど
の
農
産
物
や
、
海
産
物
、
酪
農
品
な
ど
、
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
学
の
機
関
と
し
て
も
、
園
芸
学
部
や
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
を
有
す
な
ど
、
実
現
可
能
な
基

盤
が
あ
る
。
ま
た
学
生
が
開
発
し
た
「
大
学
銘
菓
」
は
、
大
学
Ｐ
Ｒ
の
観
点
で
も
効
果
的
な
も
の
で
あ
り
、「
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
い
わ
ゆ
る
参
加
型
授
業
と
し
て
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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お

わ

り

に

以
上
、
菓
子
栞
に
つ
い
て
の
研
究
、
お
よ
び
大
学
授
業
に
お
け
る
活
用
等
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
稿
で
ふ
れ
た
の
は
そ
の

一
端
に
過
ぎ
な
い
。
菓
子
栞
は
、
本
文
の
内
容
分
析
は
勿
論
、
一
枚
紙
、
折
紙
状
、
巻
物
と
い
っ
た「
形
状
」や
、
本
文
表
記
の「
書

体
」
や
「
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
、
い
わ
ば
書
誌
学
的
な
観
点
か
ら
の
分
析
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
栞
本
文
か
ら
、
そ
の
時
代
を
よ
み

と
く
と
い
う
歴
史
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
現
在
「
鳩
サ
ブ
レ
ー
」
で
名
高
い
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
「
豊
島
屋
」
は
、
明

治
期
の
創
業
当
時
、「
古
代
瓦
煎
餅
」
と
称
す
る
、
鎌
倉
幕
府
に
関
係
す
る
主
要
な
建
物
の
瓦
を
か
た
ど
っ
た
せ
ん
べ
い
が
看
板
商

品
で
あ
っ
た
。
鈴
木
勇
一
郎
に
よ
れ
ば
、
そ
の
栞
に
は
「
美
術
の
神
髄
」「
智
識
開
発
の
御
参
考
」
と
い
っ
た
、
近
代
学
術
的
な
装

い
を
ま
と
っ
た
言
葉
が
散
見
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、
当
時
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
古
社
寺
の
美
術
的
な
価
値
の
学
習
、
と
い
う
意
図
が
込

め
ら
れ
て
い
た
と
い（

１４
）う

。
こ
の
よ
う
に
、
栞
か
ら
現
代
史
を
よ
む
と
い
う
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
分
析
、
さ
ら
に
菓
子
に
付
加
価
値

を
与
え
る
「
菓
子
大
博
覧
会
」
や
、
い
わ
ゆ
る
「
皇
室
ブ
ラ
ン
ド
」
の
位
置
づ
け
な
ど
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
よ（

１５
）う

。

一
方
、
菓
子
栞
を
研
究
材
料
と
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
数
多
く
の
栞
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
研
究
や

授
業
で
活
用
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
部
門
に
よ
っ
て
、
筆
者

が
収
集
し
た
菓
子
栞
の
う
ち
約
百
点
を
電
子
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
元
に
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
」
の
作
成
、
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
化

が
進
め
ら
れ
て
い（

１６
）る

。
こ
れ
は
画
面
上
で
栞
自
体
を
拡
大
・
縮
小
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
電
子
書
籍
の
特
性
は
勿
論
、
各
菓
子
店
舗

の
Ｈ
Ｐ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
も
の
で
、
今
後
、
研
究
や
授
業
教
材
と
し
て
、
有
力
な
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
活
用
し
つ
つ
、
日
本
文
化
を
研
究
す
る
一
素
材
と
し
て
、
菓
子
栞
の
可
能
性
が
未
知
数
で

（１８３）

菓
子
栞
研
究
に
関
す
る
覚
書



あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
擱
筆
す
る
。

（
１
）
「
郷
土
菓
子
を
楽
し
む
た
め
の
１０
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」（
太
陽
の
地
図
帖『
郷
土
菓
子

ふ
る
さ
と
の
味
を
旅
す
る
』平
凡
社

二
〇
一
三
）

（
２
）
『
国
史
大
辞
典
』（
執
筆：

吉
原
健
一
郎
）

（
３
）
引
用
は
、
鵜
月
洋
「
江
戸
時
代
の
宣
伝
文
―
と
く
に
作
家
の
書
い
た
引
札
に
つ
い
て
―
」（『
近
代
語
研
究
』
第
一
集

一
九
六
五
・

九
）
に
拠
る
。

（
４
）
同
、
注
３

（
５
）
同
、
注
３

（
６
）
引
札
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い
。
主
な
も
の
と
し
て
増
田
太
次
郎
『
引
札
繪
び
ら
錦
繪
廣
告
』（
誠
文
堂
新
光
社

一
九
七
七
）、
同

『
引
札
絵
ビ
ラ
風
俗
史

新
装
版
』（
青
蛙
房

二
〇
一
〇
、
初
版
一
九
八
一
）、
井
上
隆
明
『
江
戸
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
文
芸
史
』（
高
文
堂

出
版
社

一
九
八
六
）、
谷
峯
蔵
『
江
戸
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
』（
岩
崎
美
術
社

一
九
八
六
）、
河
又
芳
雄
「『
ひ
ら
ふ
神
』
に
み
る
寛
政

期
の
京
伝
の
執
筆
動
向
」（
服
部
幸
雄
編
・
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
『
寛
政
期
の
前
後
に
お
け
る

江
戸
文
化
の
研
究
』
二
〇
〇
〇
・
三
）、
ま
た
江
戸
〜
明
治
初
期
の
引
札
文
を
収
集
し
た
書
と
し
て
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
刊
の

岡
本
竹
二
編
『
稗
官
必
携
戯
文
規
範
』
が
あ
る
（
同
書
は
『
古
今
名
家
戯
文
規
範
』
明
治
二
五
年
刊
（
一
八
九
二
）
と
し
て
改
版
）。
さ

ら
に
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
引
札
の
貼
込
帳
と
し
て
は
、
木
村
蒹
葭
堂
『
諸
国
板
行
帳
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）
が
著

名
で
あ
る
。
そ
の
翻
刻
に
「
諸
国
板
行
帖
」（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
資
料
集
成

第
十
巻

数
奇
』
三
一
書
房

一
九

七
六
）、
ま
た
、
同
資
料
か
ら
当
時
の
大
阪
に
お
け
る
菓
子
店
等
を
考
察
し
た
大
島
新
一
「
大
阪
の
和
菓
子
屋
繁
盛
記
―
木
村
蒹
葭
堂
の

『
諸
国
板
行
帖
』
を
中
心
に
―
」（『
和
菓
子
』
第
七
号

二
〇
〇
〇
・
三
）
が
あ
る
。
ま
た
幕
末
の
本
草
学
者
・
田
中
芳
男
に
よ
る
貼
込

帳
、『
捃
拾
帳
』
を
紹
介
し
た
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
『
東
京
大
学
の
学
術
遺
産

捃
拾
帳
』（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

二
〇
一
四
）
も
参

考
に
な
る
。

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
四
号

（１８４）



（
７
）
た
だ
し
現
存
す
る
江
戸
期
の
引
札
類
の
多
く
は
、
貼
込
帳
の
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
が
広
告
と
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も

菓
子
箱
や
袋
に
封
入
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
判
別
し
が
た
い
も
の
も
少
な
く
な
い
（
浅
野
秀
剛
「
菓
子
袋
・
菓
子
箱
と
商
標
」『
和
菓
子
』

第
十
九
号

二
〇
一
二
・
三
）。
し
か
し
本
稿
で
は
、
引
札
に
お
け
る
「
チ
ラ
シ
」「
広
告
ビ
ラ
」
と
い
う
機
能
と
、「
菓
子
栞
」
の
性
質

の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
、
論
を
進
め
る
。

（
８
）
「
バ
リ
ュ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
扉
を
開
く
―
な
ぜ
広
告
は
売
れ
な
く
な
っ
た
の
か
―
」（『Business

Insight

』
１２

二
〇
〇
五
・

八

http：
／／w

w
w
.jm

ac.co.jp／case／m
anagem

ent_hint／detail.php?dt=５３

）

（
９
）
同
『
お
み
や
げ
と
鉄
道

名
物
で
語
る
日
本
近
代
史
』（
講
談
社

二
〇
一
三
）
二
二
〜
三
頁
。
本
書
は
、
菓
子
を
中
心
と
し
た
日

本
各
地
の
名
物
・
土
産
の
誕
生
を
、
近
代
の
鉄
道
発
達
の
歴
史
を
中
心
に
、
内
国
博
覧
会
や
日
清
・
日
露
戦
争
等
、
日
本
近
代
史
の
視
点

か
ら
論
じ
た
も
の
で
、
同
氏
に
よ
る
「
近
代
日
本
の
名
物
菓
子
と
お
み
や
げ
」（『
和
菓
子
』
第
二
十
一
号

二
〇
一
四
・
三
）
と
と
も
に
、

本
稿
は
、
同
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
１０
）
「
ふ
る
さ
と
の
名
物
」（『
あ
じ
わ
い
』
一
八
六
号

全
国
銘
産
菓
子
工
業
協
同
組
合

二
〇
一
四
・
十
）

（
１１
）
あ
か
だ
に
関
し
て
は
、
嶋
村
博
「
あ
か
だ
―
天
王
さ
ん
と
人
々
を
結
ぶ
菓
子
」（『
愛
知
県
史
民
俗
調
査
報
告
書
４

津
島
・
尾
張
西

部
』
愛
知
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
民
俗
部
会
編

二
〇
〇
一
・
六
）
に
そ
の
由
来
や
歴
史
、
具
体
的
な
製
法
等
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

よ
ね
ま
ん
じ
ゅ
う
の
は
じ
ま
り

（
１２
）
菓
子
の
「
由
緒
」
を
探
究
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
事
例
と
し
て
、
山
東
京
伝
『
米
饅
頭

始
』（
安
永
九
年
（
一

七
九
〇
）
刊
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
頃
を
発
祥
と
す
る
江
戸
金
龍
山
名
物
・
米
饅
頭
の
縁
起
を
語
っ
た
黄

表
紙
で
、
京
伝
は
『
骨
董
集
』（
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
刊
）
で
も
、
そ
の
縁
起
を
考
証
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
鈴

木
俊
幸
は
、
江
戸
と
い
う
都
市
の
成
熟
に
伴
い
、
往
時
の
江
戸
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
自
分
達
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
と
い
う
欲
求
に
結
び

つ
い
た
も
の
だ
と
論
じ
て
い
る
（「
黄
表
紙
の
中
の
お
菓
子
た
ち
」『
和
菓
子
』
第
十
三
号

二
〇
〇
六
・
三
）

（
１３
）
飯
島
商
店
Ｈ
Ｐhttp：

／／w
w
w
.m

isuzuam
e.com

／htm
l／outline.htm

l

（
１４
）
同
注
９
書

（１８５）

菓
子
栞
研
究
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る
覚
書



（
１５
）
同
注
９
書

（
１６
）
そ
の
概
要
は
、
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
つ
な
が
る
学
び：

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」（
二
〇
一
四
・
十
二
・
二
二

於：

千
葉
大
学
け
や
き
会
館
）
に
お
い
て
、
栃
木
博
子
・
能
登
谷
泰
見
・
長
丁
光
則
（
以

上
、
同
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
部
門
）・
小
野
永
貴（
同
セ
ン
タ
ー
）「
デ
ジ
タ
ル
教
材
作
成
支
援
の
実
績（
共
同
研
究
部
門
に
お
け
る
活
動
）」

の
中
で
報
告
さ
れ
た
。

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
四
号

（１８６）


